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鳥取県社会福祉・保健サービス評価事業実施要綱の一部改正 

 

鳥取県社会福祉・保健サービス評価事業実施要綱（平成 16年６月 21日制定）の一部を次のように改

正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正する。 

改 正 後 改 正 前 

 

鳥取県社会福祉・保健サービス評価事業推進要綱 

 

第１ 趣旨 

この要綱は、社会福祉法人等の事業者の提供

する福祉・保健サービスの質の向上を図るとと

もに、利用者の適切なサービス選択に資する情

報を提供することを目的として実施する社会

福祉・保健サービス評価事業の推進に関し基本

的な事項を定めるものとする。 

 

第２ 定義 

社会福祉・保健サービス評価事業に関する要

綱等において、次の各号に掲げる用語の意義

は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

１ 社会福祉・保健サービス評価事業 

社会福祉法人等の提供する福祉・保健サー

ビスの質を事業者及び利用者以外の公正・中

立な第三者機関が専門的かつ客観的な立場か

ら評価し、その結果を公表する事業をいう。 

２ 評価機関 

県の認証を受けて、社会福祉・保健サービ

ス評価事業を行う機関をいう。 

３ 評価調査者 

評価機関の委嘱を受けて、評価業務を行う

者をいう。 

 

第３ 事業の推進主体 

    鳥取県 

 

第４ 業務内容  

県は、社会福祉・保健サービス評価事業を推

進するため、次に掲げる業務を行う。 

１ 評価システムの整備に係る企画立案 

２ 評価基準の策定及び評価手法の検討 

３ 評価機関の認証 

 

鳥取県社会福祉・保健サービス評価事業実施要綱 

 

第１ 目的 

 事業者の提供するサービスの質を専門的かつ

客観的な立場から評価し、その結果を開示する 

ことにより、利用者が適切にサービスの選択を

行うための情報を提供するとともに、各事業者 

による事業運営における問題点の把握と改善を

通じ、サービスの質の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 事業の実施主体 

    鳥取県 

 

第３ 事業内容  

 

 

１ 評価システムの整備に係る企画立案 

２ 評価基準の策定及び評価手法の検討 

３ 評価機関の認証 
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４ 評価結果の公表 

５ 評価に関する苦情への対応 

６ 評価調査者の養成 

７ 評価事業の普及及び啓発 

 

第５ 業務の実施方法 

  第４に掲げる業務の実施方法については、別

に設置する鳥取県社会福祉・保健サービス評価 

推進委員会の審議を経て、決定する。 

 

第６ その他 

 この要綱に定めるもののほか、社会福祉・保

健サービス評価事業の推進に関し必要な事項

は、福祉保健部長が別に定める。 

 

４ 評価結果の開示 

５ 評価に関する苦情への対応 

６ 評価調査者の養成 

７ 評価事業の普及及び啓発  

 

第４ 事業の実施方法 

   第３に掲げる事業の実施方法については、別

に設置する鳥取県社会福祉・保健サービス評価 

推進委員会の審議を経て、決定する。 

 

第５ その他 

 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、

福祉保健部長が別に定める。 

 

 

 

附 則 

この改正は、平成 26 年７月 25日から施行する。 


